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はじめに
　
東都物産会は宝暦七年（一七五七）から宝暦十二年（一七六二）にかけて江戸で五回開催された。この五回の会で展
示された品物のうちから三六〇種を選んで解説をした版本が宝暦十三年刊の平賀源内『物類品隲』である。 『物類品隲』は六冊からなり、巻之一 巻之四までが展示品の記録と解説である。巻之五は展示品の一部を図絵にしている。巻之六は朝鮮種人参の栽培法と甘蔗の栽培と砂糖の製造法について述べてい 東都物産会は「平賀源内が発案 田村藍水が始めた」という が定説である。その根拠として『物類品隲』の序文の記述が指摘されている。また東都での開催に先だち、 大坂で小規模な 産会が開催されていたともいう。平賀源内と『物類品隲』については多くの先行研究があその中から『物類品隲』について記載された代表的な著書を年次順にあげると、城福勇（一九七一） 『 』 、杉本つとむ （一九七二） 『物類品隲』 、 城福勇 （一九七六） 『平賀源内の研究』 、 芳賀徹 （一九八一） 『平賀源内』 、 田中優子 （一九八九）『別冊太陽平賀源内』 、 奥村正 （二〇〇三） 『平賀源内を歩く』 、 土井康弘 （二〇〇八） 『本草学者平賀源内』 、 福田安典 （二〇一三）
「東都物産会」の開催経緯
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『平賀源内の研究大坂篇』などがある。これらは平賀源内という偉大な人物が研究の対象であり、その業績の一つとして東都物産会に焦点があてられ、東都物産会がどのようにして開催されたのか、またそれに出品された品物がどのような植物・動 ・鉱物なのかは明 かにされていない。源内に視点を置いたことで、城福勇（一九七一
―
二五頁） 、はつぎの
ように解説している。
江戸にのぼった源内は、早々その企画的な才能を発揮する。すなわち宝暦七年（一七五七） 、わが国最初の薬品会＝物産会が田村元雄の主催によって江戸湯島で開かれるが、それを実際に発案したのは源内であった（ 『物類品隲』田村元雄序） 。
　
城福 （一九七六―一一四頁） は、 「 『物類品隲』 述作の土台となった薬品会は、 宝暦七年に源内が 「先唱」 （ 『物類品隲』 序） し、
田村元雄主催のもとに、初めて開かれた」とも述べている。杉本つとむ（一九七二
―
一七〇・一七一頁）も、藍水の序文
について「源内については 物産会を首唱し、この方面に特に力を尽したと述べている点が注目される。やはり源内は学究的であるより、実際家であるという評価の断片がかい間見られるのである」と解説している。その後も『国史大辞典』 （一九九八）吉川弘文館の「物産会」の項目には「江戸では宝暦七年、平賀源内の企画で師の田村藍水が会主となり薬品会を湯島で催した（八部市郎） 」という記述がある。近年、福田安典（二〇一三
―
八六頁）は、木村蒹葭堂の日記の
冒頭部分の記述を根拠にして「大坂で実験的に行われてい 薬品会を、源内の発案により東都で最初に田村元雄が開催し、その後に全国的 ひろまった」とされるべきであろ とする。東都物産会＝薬物会の開催経緯につ は、城福勇（一九七一）が解説した「平賀源内が発案した」という解釈が定説となって福田安典（二〇一三）まで継承されてきたといえる。しかし、その点に検討の余地はないであろうか。 『物類品隲』巻之一 は漢文で書か た後藤光生と田村藍水の
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序文がある。杉本つとむ（一九七二）はこれら二つの序文をはじめて翻字した。先行研究者の多くはこの翻字に基づいて序文の内容の解説をしてきた。また巻之一には平賀源内の凡例が訓点つきで記載されているが、先行研究者は部分的に取り上げている みで全文を検討したとはみられない。こ 論 の目的は『物類品隲』の巻之一に記載されている後藤光生と田村藍水の二つの序文と、平賀源内の凡例の全文を改めて検証し、東都物産会の開催経緯を明らかにすることである。使用する底本は宝暦十三年（一七六三） 刊記がある松籟館蔵板（著者蔵・旧医学校所蔵本）である。また木村蒹葭堂の自伝の冒頭 記述も検討する。
一
　
序文と凡例の検証
　
以下、序文と凡例を掲載順にしたがって検討する。底本の漢字はそのまま翻刻した。改行は底本にしたがった。
　
読みやすいように句読点をつけた。読み下し文の漢字は（
　
）に正字、当用漢字を記入しふりがなをつけた。
一の一
　
後藤光生の序文
物類品隲序
	
物ぶつ
類るい
品ひん
隲しつ
序じょ
遼萑啣葠翔西洋、靈攫丸埴填炮
	
遼りょうかくしん
萑
葠
を啣
くわ
へて西
せい
洋よう
に翔
と
び
（（
（
、靈
れい
（霊）は丸
がん
埴しょく
を攫
つか
みて炮
ほう
痕こん
を填
ふさ
（塡）
痕。是天地造化之所以教乎人而醫
	
ぐ。是
これ
天てん
地ち
造ぞう
化
（か
か （
の人
ひと
に教
おしえ
る所
ゆ
以えん
にして醫
い
（医）
薬之所自而興也。夫醫之所恃者金
	
薬やく
の自
よ
りて興
おこ
る所
ところ
なり。夫
そ
れ醫
い
（医）の恃
たの
む所
ところ
は金
きん
石草木 毒也、而毒薬之難辦者
	
石せき
草そう
木ぼく
の毒
どく
なり、而
しか
れども毒
どく
薬やく
の辦
べん
（弁）じ難
かた
きは
真偽也。明辦其真偽 後漸生可
	
真しん
偽ぎ
なり。其
そ
の真
しんぎ
偽を明
めい
辦べん
（弁）して後
のち
に漸
ようや
く生
な
りて
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得而論也巳。而世難乎其人焉。吾友平
	
得え
て論
ろん
ず可
べ
きのみ。而
しか
れども世
よ
は其
その
人ひと
を難
なん
ず。吾
わ
が友
とも
平ひら
賀鳩渓、自少好名物之學、專精篤志、
	
賀が
鳩きゅう
渓けい
、少
おさな
きより名
めいぶつ
物の學
がく
（学）
（（
（
を好
この
み、精
せい
を
專
もつぱら
（専）にし志
こころざし
求而不得不舎焉。毎攀絶険歴窮
	
を篤
あつ
くし、求
もと
めて得
え
ざれば舎
お
かず
（（
（
。絶
ぜつ
険けん
を攀
のぼ
り
窮
きゅう
谷こく
谷得奇品異類者、蓋不少矣。客歳
	
を歴
へ
る毎
ごと
に奇
き
品ひん
異い
類るい
を得
え
ることは、蓋
けだ
し少
すく
なからざらん。客
かく
歳
（さ
さい （
訪求神州七道所産珍異品類、
	
神しん
州しゅう
の七
しち
道
（ど
どう （
の産
さん
する所
ところ
の珍
ちん
異い
品ひん
類るい
を訪
ほう
求きゅう
し、
會臭味之士於城東湯島 陳之席
	
臭しゅうみ
味の士
し
を
城
じょう
東とう
湯ゆ
島しま
に會
かい
（会）し、之
これ
を席
せき
上じょう
に陳
つら
ね、
上、絲分縷析、指示詳確。於是無不疑
	
絲し
分ぶん
縷る
析せき
し、指
し
示じ
詳しょう
確かく
なり。是
ここ
に於
お
いて疑
うたが
はざるなき
者渙然氷釋、信者怡然頤觧也 乃輯
	
者もの
は渙
かん
然ぜん
として
氷
ひょう
釋しゃく
（釈）し、信
しん
ずる者
もの
は怡
い
然ぜん
として頤
い
觧かい
す。乃
すなわ
ち
而録之。豈非青嚢家帳中秘寶乎。夫
	
輯あつめ
て之
これ
を録
ろく
す。豈
あに
青せい
囊のう
家
（か
か （
帳ちょうちゅう
中
の秘
ひ
寶ほう
（宝）に非
あら
ずや。夫
そ
れ
識萍実於童謡、辦枯骨於專車者
	
萍へい
実じつ
を童
どう
謡よう
に識
し
り
（（
（
、枯
こ
骨こつ
を專
せん
（専）車
しゃ
に辦
べん
（弁）ずるは
（（
（
、
実生知之所獨運也。自此以降困彭蜞
	
実まこと
に生
せい
知ち
の獨
ひと
（独）り運
めぐ
らす所
ところ
なり。此
こ
れより以
い
降こう
は彭
ほう
蜞き
の吐
と
下げ
に
之吐下、委杜若於坊州之輩 蓋亦不尠
	
困くるし
み
（（1
（
、杜
と
若じゃく
を坊
ぼう
州しゅう
に委
ゆだ
ぬるの
輩
（（
やから （
、蓋
けだ
し亦
ま
た尠
すくな
からざらんや。
矣。嗟誰知千載之下、乃有若斯人矣。
	
嗟ああ
誰たれ
か知
し
らん千
せん
載ざい
の下
もと
、乃
すなわ
ち若
わか
き斯
この
人ひと
の有
あ
るを。
鳩渓受業藍水先生。語曰 寒於水、青
	
鳩きゅうけい
渓
は業
ぎょう
を藍
らん
水すい
先せん
生せい
に受
う
く。語
かた
りて曰
いわ
く、水
みず
より寒
さむ
く、
於藍、蓋君之謂也乎。
	
藍あい
より青
あお
し
（（1
（
とは、蓋
けだ
し君
きみ
の謂
いい
ならんと。
寶暦癸末五月望東都後藤光生
	
寶ほう
（宝）暦
れき
癸き
末び
五さ
月つき
望もち
東とうと
都後
ごとう
藤
光こうせい
生
書於梧陰庵。
	
梧ごいんあん
陰庵に書
しょ
す。
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原印
　　　　
棃
光枳
　　
春
先行研究との相違　
杉本 （一九七二） の翻刻と底本に差異が見られる。本文の八から九行目、 杉本は 「窮善」 とするが、 底本は 「窮谷」 である。
九行目、杉本は「蓋不矣」とするが底本は「蓋不少矣」で「少」がある。十六行目、杉本は「彭頓」とするが底本は「彭蜞」である。 （図一）現代語訳　
遼の鶴が朝鮮人参をくわえて西の海に向かって飛んでゆ
く
（（
（
。天地の神様は丸い粘土で火傷の傷を埋める。これは天地
の造物主
（か
（
が道理を人に教えるためであり、医薬はこのようにして始まったのだ。医者が頼りにするものは金属・岩石・草・
木などの毒である。しかし毒薬が本物か偽物かを判定するのはむずかしい。本物か偽物かはっきり判定したあとで、はじめて（土台が）できあがりそれについて議論ができるのである。しかし世間は（間違っていたら）その人を非難する。私の友人平賀鳩渓は若いころから名物
学
（（
（
を好んで一生懸命に志をあつくして探し求めて得られなければ、やめることな
図一
　
後藤光生序文訂正箇所
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く続け
た
（（
（
。絶壁をよじ登り奥深い谷を経るたび貴重な薬剤を得ることが少なくなかったようである。昨年
は
（さ
（
、わが国の
七
道
（ど
（
の産する珍品・異類（鳥獣）を訪ね求めて同好の人たちが城東の湯島に集い席上で陳列したところ、鳩渓はそれら
を詳しく仕分けをして分類をし、その指示は詳細かつ的確であった。この説明によって疑問を持っていた者も完全に納得し、信じていた者は喜んで笑った。 こで、その解説を集めて記録をする。この本は本当に医
者
（か
（
の大切な宝物である。
萍実のことを童謡で知
り
（（
（
、車一杯の大きさの骨が何のものなの
か
（（
（
、聖人だけが生まれながらに知っているものである。
この本が出た後は誤って彭蜞を食べて毒にあたって吐いて苦しんだ
り
（（1
（
薬として有用な杜若を生えてもいない坊州に求め
てしまったりするような誤りをする人
は
（（
（
、まことに少なくなるであろう。ああ、千年の後、このようなすぐれた人がい
たことをだれが知っているであろうか。鳩渓は藍水先生に教えを受けた。世に氷は水よりつめたく青は藍より青いというが
（（1
（
、それはつまり君のことなのだ。
宝暦癸末（十三年一七六三）五月望（十五日）東都後藤光生梧陰庵 書く　
後藤光生は学者らしく中国の故事を多く引用して平賀源内を持ちあげている文章であるが、ここからこの本は物産会
の展示品の解説を集めて記録したものであること、また平賀源内 田村藍水 ということが確認できる。一の二
　
田村藍水の序文
物類品隲序
	
物ぶつ
類るい
品ひん
隲しつ
序じょ
夫天之文日月星辰也、地之文草木金
	
夫それ
天てん
の文
もん
は日
にちげつ
月星
せいしん
辰なり、地
ち
の文
もん
は草
そうぼく
木金
きんせき
石なり、
石也、 姑舎。大 哉、地之載物也。凡
	
天てん
の文
もん
は
姑
しばらく
舎お
く。大
だい
なるかな、地
ち
の物
もの
を載
の
するや。凡
およ
そ
草木區而別、羽毛鱗介金石之品而衆無不
	
草そうぼく
木は區
く
（区）して別
べつ
あり、羽
うもう
毛
鱗りん
介かい
金きんせき
石の品
ひん
ありて衆
おおく
く載
の
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載而有歸無不種育焉。醫家之於物
	
せざる無
な
くして歸
き
（帰）する有
あ
れば種
うえ
て育
そだ
てざる無
な
し。醫
い
（医）
産也、采之地而唯在辦薬草之真贋
	
家か
の物
ぶつさん
産に於
お
けるや、之
これ
を地
ち
に采
と
りて唯
ただ
薬やくそう
草の真
しんがん
贋を辦
べん
（弁）
而得其正矣。雖然隨欲掌握衆薬於
	
じて其
そ
の正
ただ
しきを得
う
るのみ。然
しか
りと雖
いえど
も
衆
しゅう
薬やく
を此
ここ
に掌
しょうあく
握せん
此也、則非獨力之所能盡也。其以一人力得
	
と欲
ほつ
するに隋
したが
（随）へば、則
すなわ
ち獨
どく
（独）力
りょく
の能
よく
盡つ
（尽）くす
之僅々小物巳。於是乎、余始為薬物
	
所ところ
に非
あら
ざるなり。其
そ
れ一
いちにん
人の力
ちから
を以
もつ
て之
これ
を得
う
るは僅
きん
き々ん
の
小
しょうぶつ
物
大會扣之。四方同志響應、漸 及諸州
	
のみ。是
ここ
に於
お
いて、余
よ
始はじめ
て薬
やくぶつ
物の大
たい
會かい
（会）を為
な
して之
これ
を扣
たず
ぬ。
之奇品、蠻国之珍異併致。則余社為
	
四しほう
方の
同
（（う
どうし （
志
饗きょう う
應
（応）して、漸
ようや
くにして諸
しょしゅう
州の奇
きひん
品、蠻
ばん
（蛮）国の
冠、都下物産家謂多乎、以余為嚆矢也。
	
珍ちん
異い
に及
およ
ぶまで併
あわ
せて致
いた
す。則
すなわ
ち余
よ
は社
しゃ
の冠
かん
と為
な
り、都
とか
下の物
（（っ
ぶっさんか （
産家
四方之薬石萃乎我。故尓同志中平賀
	
は多
た
なるかなと謂
い
ひ、余
よ
を以
もつ
て嚆
こうし
矢と為
な
す。四
しほう
方の薬
やくせき
石我
われ
に萃
あつま
る。
次先唱、相續而松田氏戮力、先後已五
	
故ゆえ
に尓
じ
（爾）の同
どうし
志
中ちゅう
、平
ひらが
賀次
つ
いで先
せん
唱しょう
し、相
あいつづ
續（続）けて松
まつだ
田
氏うじ
會而止。大都千有余種也。平賀士彙特
	
は
（（1
（
力ちから
を戮
あわ
せて、先
せんご
後已
すで
に五
ご
會かい
（会）にして止
や
む。大
おお
いに都
すべ
て千
せん
有ゆう
致力於此類録、五會 薬石詳悉其
	
余よ
種しゅ
なり。平
ひらが
賀士
しい
彜特
とく
に力
ちから
を此
こ
の類
るいろく
録に致
いた
し
（（1
（
、
五ごかい
會（会）の薬
やくせき
石の其
その
の
辦、圖畫其品物、若干種煥乎其可觀焉
	
辦べん
（弁）を
詳
ことごとく
悉つ
くし、その品
ひんぶつ
物を圖
づが
畫（図画）し
（（1
（
、
若
じゃっかん
干
種しゅ
は
集以為五巻名曰物類品隲。後復附一
	
煥かん
乎こ
としてそれ觀
み
（観）るべし。集
あつ
めて以
もつ
て五
ごかん
巻と為
な
し名
な
づけて
巻、日甘蔗造製之傳及人葠培養之
	
物ぶつ
類るい
品ひん
隲
（（つ
しつ （
と曰
い
ふ。後
のち
に復
また
一いち
巻かん
を附
ふ
し、
甘かん
蔗しゃ
造ぞう
製せい
の傳
でん
（伝）
及およ
び人
にん
葠じん
（参）
要法。而廣諸四方以為諸州製作之助也。
	
培ばいよう
養の要
ようほう
法と曰
い
ふ。諸
これ
を四
しほう
方に廣
ひろ
（広）めて以
もっ
て
諸
しょしゅう
州
製せいさく
作の助
たすけ
と為
な
す。
冀徧有益于人民乎云爾。
	
冀こいねが
はくば
徧
あまねく
人じんみん
民に益
えき
有あ
らんと爾
しか
云い
ふ。
寶暦癸未孟夏
	
寶ほう
（宝）暦
れき
葵き
末び
孟もう
夏か
東都藍水田村登元雄文撰
	
東とうと
都
藍らん
水すいた
田
村むら
登のぼる
元もとお
雄
文ぶんせん
撰
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	 坂
　
登
　　　
号
　　
	 上
　
印
　　
藍
　　 　　　　　　　　　
	 水
先行研究者との相違　
底本はたしかに癖の強いくずし字で読みにくくはあるが、 杉本（一九七二）の翻刻には訂正すべき点がある。十三行目、
杉本は「先唱相續」としたが底本には「次先唱相續」とあって「次」を補うべきである。十三から十四行目、 杉本は「先後四五會而止大都一千有余種也」としたが、底本は「先後已五會而止大都千有余種也」であり、 「四」ではなく「已」であり「一」は記載されていない。十六行目、杉本は「煥手」としたが底本は「煥乎」と読むべきである。十八行目、杉本は「甘薦」としたが底本は「甘蔗」である。二十行目、 杉本は「徧益于」としたが底本は「徧有益于」で「有」があり、また「云尓」としたが、底本の字は「云爾」である。 （図二）
図二
　
田村藍水序文訂正箇所
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現代語訳　
天のもようは太陽・月・星である、地のもようは草・木・金属・岩石である。天のもようはしばらく言及しない。大
きいものだなあ。大地が全ての物を載せているのだ。およそ草と木には細かい違いがあり、鳥・けもの・魚・貝・金属・岩石もそれぞれ別があり、大地はこれら全てを載せていないものはなく、大地に戻れば、どんなもので 植えて全て育てている。医家 物産については、これを大地から採取し薬草がほんものか偽もの を見分け、正しいものを得ることが大切であ しかしその折々に数多くある薬剤を手に入れようと思って 、とて 一人の力ではでき 。一人 力で得られるものはごく僅かである。そこで私は薬物大会を開催してこれをさがしも めた。四方の同志
が
（（う
（
私の求めに応
じて、しだいに諸国の奇品や蛮国 珍品・異類（鳥獣）を含め集めることができた。それで私が仲間 長となった。都下の物産
家
（（っ
（
が素晴らしい、とほめて私を創始者と認めた。四方の薬石が私のところに集まった。それゆえ同志の中で、
平賀が次に先にたっ 唱道し、相続けて松田
氏
（（1
（
が力を尽くしてくれて、都合、すでに五回の会を終えた。すべて千有余
種の多数をあつめた。平賀士
彛
は特にこの物類の記録に力をい
れ
（（1
（
、五回の会の薬石を詳細に分類し、その品物をえが
き
（（1
（
、
いくつかの種はりっぱで見るべきである。五巻本に編集し 物類品
隲
（（つ
（
と名付ける。この後にまた一巻を付けて甘蔗造製
の伝と人参培養の要法と名付け 。これを四方に広めて諸州での製作の助けとする。どうか広く人民に利益があることを願うのみである。宝暦癸末（十三年一七六二）猛夏（初夏）東都
　
藍水田村登元雄文撰
　
以上の記述から、下記の四点が確認できる。①田村藍水が物産会の創始者であること。②平賀がその仲間うちで次に
先に立ってとなえ、相続けて松田氏が力を尽し くれて都合す に五回 会を終えたこと。③五回の会の記録を五巻本
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に編集して物類品隲と名づけたということ。④付録一巻を甘蔗造製の伝と人参培養の要法と名づけたということ。つまり杉本の誤読を正したこ で、源内は「先唱」したのではなく、藍水に「次」いでの「先唱」であったことが判明した。これは次に読む凡例の記述とも整合する。一の三
　
凡例
原本は訓点つきの漢文である。漢字は当用漢字を使用し、読み下してふりがなをつけた。物ぶつるい
類
品ひんしつ
隲
　　　　　
凡はんれい
例
一
薬やくぶつ
物
を
以もっ
て
友とも
を
会かい
するや、
藍らん
水すい
田たむら
村
先せんせい
生、
宝ほう
暦れきてい
丁
丑ちゅう
の
歳とし
東とうと
都
湯ゆしま
島
に
会かい
するもの
其そ
の
始はじ
め
為たり
、
翌よくねん
年
戊ぼ
寅いん
又また
神かんだ
田
に
会かい
す。
己き
卯ぼう
の
歳とし
、
予よこれ
之
を
継つぎ
ぎて
湯ゆしま
島
に
会かい
す。
庚こう
辰しん
の
歳とし
、
社しゃゆう
友
松まつだ
田
氏うじ
市いちがや
谷
に
会かい
す、
壬じん
午ご
の
歳とし
予よ
又また
湯ゆしま
島
に
会かい
す。
凡およ
そ
会かい
を
なすこと
五ご
次じ
其そ
の
会かい
主しゅ
自
みずから
具ぐ
するものを
主しゅひん
品
となし、
同どうこう
好
の
諸しょし
子
具ぐ
する
所ところ
のものを
客きゃくひん
品
となす。
草そうぼく
木・
鳥ちょうじゅう
獣
・
魚ぎょ
・
昆こんちゅう
虫
・
金きんぎょく
玉・
土ど
石せき
・
和わかん
漢・
蛮ばん
種しゅ
を
選えら
ばず、
其そ
の
主しゅひん
品
は
則すなわ
ち
毎まいかい
回
百ひゃくしゅ
種
を
以もっ
て
限かぎ
りとなし
初はじ
め
二にかい
会
主しゅひん
品
の
如ごと
きは、
則すなわ
ち
固もと
より
皆みな
田たむら
村
先せんせい
生
園えん
庭てい
中ちゅう
の
物もの
、
後のち
三さんかい
回
主しゅ
品ひん
と
雖いえど
もまた
其そ
の
半なかば
は
則すなわ
ち
先せんせい
生
之の
助じょぐ
具
する
所ところ
なり。
丁てい
丑ちゅう
より
庚こう
辰しん
に
至いた
りて
四しかい
会、
主しゅきゃく
客
の
品しなもの
物
七しち
百ひゃく
数すうじゅう
十
種
（（ゅ
しゅ （
に
過す
ぎず、
壬じん
午ご
の
会かい
は
則すなわ
ち
倫りん
乃すなわ
ち
海かいない
内
同どうし
志
の
者もの
に
告つぐ
ること
凡およ
そ
三さんじゅうよ
十余
国こく
湊あつ
むる
品ひんぶつ
物
一いつせん
千
三さんびゃく
百
余よ
種しゅ
、
向さき
の
四し
会かい
に
通つう
じて
物ぶつるい
類
会かい
萃すい
するもの
凡およ
そ
二にせん
千
余よ
種しゅ
、
夏か
夷い
・
異いるい
類
是ここ
に
於お
いて
大おお
いに
備そなわ
れりとなす。
今いま
其その
の
中なか
を
択えら
びて
以もつ
てこの
書しょ
を
編へん
す。
凡およ
そ
品ひんぶつ
物
重ちょう
復ふく
するもの、
及およ
び
論ろん
当とう
未いま
だ
核かた
からざるもの、
及およ
び
常
じょう
種しゅ
凡はん
類るい
世せじん
人
能よ
く
識しる
所ところ
のもの皆
みな
略りゃく
して載
の
せず。
一
東とうへき
壁
が
綱
（11
こうもく （
目
、
木ぼくるい
類
或ある
いは
草そうぶ
部
に
収おさ
め
（1
（
竹ちくるい
類
或ある
いは
木もくるい
類
に
収おさ
む
（11
（
、
差さびゅう
謬
無な
きに
非あら
ざれども、
然しか
れども
之これ
を
諸しょか
家
本ほん
草そう
に
比ひ
す
れば
頗すこぶ
る
博はくがい
該
となす、
且か
つ
学まな
ぶ
者もの
の
常つね
に
能よく
く
之これ
を
串かんしゅう
習
す。
故ゆえ
に
今いま
此こ
の
書しょ
、
部ぶ
を
分わ
け
物ぶつ
を
列れっ
するに
一いち
に
綱こうもく
目
を
以もっ
て
準じゅん
と
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な
す
（1う
（
。
但ただ
し
綱こうもく
目
付ふろく
録
並なら
びに
本
ほんじょう
條
中ちゅう
帯おび
説と
くもの
及およ
び
他たしょ
書
に
出い
ずる
所ところ
のもの
又また
提ていとう
頭
して
別べつ
に
書しょ
す。その
綱こうもく
目
本ほん
條じょう
に
非あら
ざ
るを冠
かん
しむるに△を以
もっ
て之
これ
を分
わか
かつ
（1っ
（
、蛮
ばんぶつ
物
･
夷い
種しゅ
・漢
かんめい
名未
いま
だ詳
つまび
らかならざるもの各
かく
部ぶ
之の
末まつ
に附
ふにゅう
入す。
一
主しゅきゃく
客
物ぶつ
類るい
産さん
するに
必かなら
ず
地ちほう
方
を
限かぎ
るもの
皆みな
其そ
の
出しゅっさん
産
の
地ちめい
名
を
挙あ
げ、
悉
ことごと
く
圏けん
を
以もっ
て
之これ
を
分わか
つ。
但ただ
し
所しょざい
在
皆みなさん
産
するものの
如ごと
きは則
すなわ
ち挙
あ
げず。
一
客きゃくひん
品
、
数
すうじゅう
十
品ひん
具ぐ
すと雖
いえど
も珍
ちん
異い
の種
しゅ
に非
あら
ざれば則
すなわ
ち具
ぐ
する者
もの
の姓
せいめい
名を挙
あ
げず。但
ただ
し其
そ
の人
ひと
更さら
に考
かんが
える所
ところあ
有りて其
そ
の説
せつ
取と
るべきもの必
かなら
ず載
の
せて遺
のこ
さず。
一
主しゅきゃく
客
の物
ぶつるい
類
皆みな
上じょう
・
中ちゅう
・
下げ
三さん
等とう
を以
もつ
て之
これ
を品
ひん
す
（11
（
。此
こ
の品
ひんしつ
隲と名
な
づくる所
ゆえん
以なり。然
しか
れども地
ち
の物
もの
、産
さん
する年
とし
に近
きん
差さ
あり、
物もの
に
生せいじゅく
熟
有あ
り、
一いつざん
山・
一いつ
澤たく
の
内うち
と
雖いえど
も
各かくじ
自
優ゆう
劣れつ
あり、
一いつせき
石・
一いつぼく
木
の
上じょうげ
下
を
以もっ
て
一いつざん
山・
一いつ
澤たく
の
上じょうげ
下
を
概がい
し
難がた
し。
今いま
、
当とうじ
時湊
あつ
むる所
ところ
の物
もの
に就
つ
いて之
これ
を品
ひんしつ
隲す。覧
み
る者
もの
の拘
こだわ
ること勿
なか
れ。
一弁
べんせつ
説の
千
せんひゃく
百
言げん
を累
かさ
ぬるは図
ずえ
絵の一
いちらん
覧して分
ぶん
了りょう
為た
るに如
し
かず、因
よ
って珍
ちんぴん
品
三
（11
さんじゅうろくしゅ （
十六種
を抜
ぬ
いて別
べつ
に図
ずえ
絵一
いちかん
巻と為
な
す。
一人
にんじん
参・甘
かんしゃ
蔗、国
こくえき
益少
すく
なからずと為
な
す。今
いま
其そ
の培
ばいよう
養・製
せいぞう
造の法
ほう
を紀
しる
して、別
べつ
に一
いつ
巻かん
と為
な
す。
現代語訳一薬になる物を持って友人と会をひらくことは藍水田村先生が宝暦丁丑歳（七年一七五七）に東都湯島で会をひらいた
のがそのはじめである。翌年戊寅歳（宝暦八年一七五八）また神田で会を開いた。己卯歳（宝暦九年一七五九）私はこれを引き継ぎ湯島 会をした。庚辰 十 六〇 仲間の松田氏が市谷で会をした。壬午歳（宝暦十二年一七六二）私はふたたび湯島で会をした。あわせて五回会をひらき、そ 会主が持っているものを主品といい、同好の人達が持っているものを客品ということにする。草木・鳥獣・魚貝・昆虫・金玉・土石・日本産・中国産・外国産などなんでもよい 、 主品の数は毎回百種類を上限とする。はじめの二回の主品の場合はみな田村先生の所持品であっ
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た。その後の三回の会の主品もまたその半分は先生が持っているものであった。丁丑から庚辰までの四回の会の主品の品物は七百数十
種
（（ゅ
（
にすぎなかった。壬午の会で、わたくしは国内の三十余国の同志の人達に伝えて品物を一千参百
余種集め れまでの四回の会の 物と合計するとおおよそ二千余種になり、都会や地方の産品、異類（鳥獣）などがたくさん集まった。今、その中から選んでこの本を編集する。品物が重複しているもの、他 説があり名称が確定していないもの、どこにでもあるも 、大量にある品物で一般の人がよく知っているものなどは、みな省いて記載していない。
一東壁の著書『本草綱
目
（11
（
』には「木」の類を「草」の類に仕分けした
り
（1
（
「竹」の類を「木」の類に仕分した
り
（11
（
間違いが
ないとはいえない 、しかし他の著者の本草書に比べれば大変よく広く調べている。また勉強する者は常によくこれになれている。それでこの本では「部」に仕分けする順を『本草綱目』を基準とす
る
（1う
（
。但し『本草綱目』の〈付録〉
や本文中で説明 いるもの、他の書物に出ているものは品物 名称の上に△ 付けて区別し
た
（1っ
（
。蛮物（主としてオ
ランダ商船が積載するもの） 、蝦夷 産 、漢名が未定 などは各部の文末に 加える。
一主客の物類は産地を必ず明らかにし、みなその地名をあげて全て地域が分かるように明記する。但し、あちらこちら
どこにでも産出するようなものは地名をあげない。
一客品を数十品持ってきていても、珍品や異類（鳥獣）の種でなければ所有者の姓名をあげない。但しその人が自分の
意見を持っていて、その説を採用 べきだと判断した は必ず姓名をのせた。
一主客が出品した物類は、 みな上・中・下の三等級に品質の格付けをした
（11
（
。これがこの本を「品隲」と名付けた理由である。
しかし品物は収穫される年によって出来・不出来があり、物には熟したものと 熟な がある。一つ 山、 つ沢で採取 たものでもそ ぞれ優劣がある。一つ 石、一つの木 上・下で一つ 山、一つ 沢の上・下を判断することはむづかしい。今、こ では集めた時の物について品質の格付けを ている。こ 本を見る人は格付けにこだわ
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らないでほしい。
一言葉や説明を繰り返すよりも図絵を一度見るほうが分かりやすい。そこで珍品を三十六
種
（11
（
えらんで別に図絵一巻とし
た。
一人参と甘蔗は国益に大きな役割を持っている。今、その栽培法と製造法を記載して別に一巻にした。　
以上の凡例の内容をあらためてまとめると、以下の五点が確認できる。①物産会は田村藍水が宝暦七年に湯島で開催
したのが始まりで翌年第二回を開催したこと。平賀源内は宝暦九年にこれを引き継いで湯島で開催したこと。②会主が持っている品物を主品といったこと。はじめの二回の会の主品は全て藍水のもので、その後の三回の会の主品の半分も藍水の所持品であったこと。つまり藍水は一回から五 まで連続して会主であったこと。③出品された物類は上・中・下の三等級に格付けしたのでこの本を「品隲（品質） 」と名付けたこと。④珍品を三十六種
（11
（
えらんで図絵一巻にしたこと。
⑤人参栽培法と甘蔗 栽培と砂糖の製法 記載して別に一巻としたこと。とくに第一 点は、さきに見た田村藍水自身の序文と整合し、物産会 発案はあくまで藍水のものであった いうことになる。
二
　
木村蒹葭堂の日記の冒頭部の検証
　
福田（二〇一三
―
八五頁）は蒹葭堂の日記の冒頭部分を根拠にして、 「如蘭こそ薬品会の創始者である。この如蘭の薬
品会は宝暦元年から始まり、如蘭が宝暦四年に亡くなっているので数回で終わったようである」と述べてい 。ま 、上田譲（一九九七―一八六頁）も、 蒹葭堂の記述を根拠にして「津島恒之進（如蘭、 ？―一七五四）も宝暦元年（一七五一）頃に京都から毎歳浪華に下って、 同門であり門弟でもある戸田斎（斎宮、 旭山、 六九六―一七六九） 共 「本草の会」
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を開催していた。 ・ ・中略・ ・これが物産会の嚆矢とされている」 としている。 これに対して、 磯野直秀 （二〇〇一―五五頁） は、「京都の医師津島恒之進が宝暦初年に大坂で物産会を開いたのが始まりと、しばしば記されてきた。その根拠は『蒹葭堂雑録』の「津島氏モ毎歳浪華ニ下リ、本草ノ会アリ」という文だが、 「本草の会」は本草書の会読の会だった可能性が大きい。もし薬品会であれば、 同じ宝暦年間の京大坂の薬品会記録である『赭鞭余録』や『文会録』で言及して当然なのに、まったく触れていないのである」と反論している。　
改めて蒹葭堂日記の冒頭部分を検証する。出典は『蒹葭堂日記』木村蒹葭堂全集・別巻
　
水田紀久・野口隆・有坂道
子編集（二〇〇九、東京・藝華書院） 。木村蒹葭堂自筆遺書（石版刷り） 。適宜、句読点をつける。二行割註は一行て〈
　
〉をつける。
余幼年ヨリ生質軟弱ニアリ、保育ヲ専トス、家君余ヲ憐テ草木花樹ヲ植ルコトヲ許ス、親族ニ薬舗ノモノアリテ物産ノ学アルコトヲ話シ、稲若水〈物産家中興、名宣義〉 、松岡玄達〈字成章、号恕菴、平安人以物産学継若水而興〉アルコトヲ聞ケリ、十二三歳ノ比 京師ニ松岡門人津島恒之進〈名久成、字桂菴、号彭水、又如蘭軒、受業松岡先生、越中高岡人法橋津嶋玄後ノ弟、松岡学頭タリ〉物産ニ委コトヲ知リ、コノ頃、家君ノ京遊ニ従 始テ津島先生ニ謁シ、草木ノ事ヲ問フコト一会、翌年、余十五歳 家君ノ喪ニアイ、十六歳ノ春、余家母ニ従テ京ニ入、再津島氏 従学シ、門人ト成 得タ 之ヨリ屡書ヲ通シ物産ノ説ヲ聞キ、津島氏モ毎歳浪華 下リ本草ノ会アリ、数出会ス、宝暦四年甲戌津島氏客中ニ卒ス、同社戸田斎〈号旭山、備前人〉 、江戸田村元雄〈坂上登 号藍水〉 、平安直海元周〈名越中人〉 、ナド書ヲ通シ考索ヲ事トス、近キコロ平安蘭山〈小野希博字以文〉 、ニ従テ、益名物ノコトヲ究ム、斎藤彦哲モ親ク交ルコト得タリ。 （以下略） 。
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この記述を要約、整理すると次のようになる。
　
私は幼年のころ虚弱で保護されて育てられた。父親は可哀そうだと思って、草木や花樹を植えることを許してくれた。
親族に薬屋がいて物産学があることを話してくれ、 稲若水、 その後継者に松岡玄達がいることを聞いた。十二三歳のころ、京に松岡の門人である津島恒之進が物産にくわしいことを知った。寛延二年（一七四九）十四歳
	
このころ父親が京にゆくときに、ついてゆき、はじめて津島先生にお目にかかり本草のことを質問したの 第一回の面会だった。
寛延三年（一七五〇）十五歳
	
父親が亡くなった。
宝暦元年（一七五一）十六歳
	
春、母 に連れられて京に行き再度、津島氏に教えをうけ門人になった。これ以後しばしば文書で物産のことについて質問した。 も浪華に毎年来て本草の会があり数回出席 た。
宝暦四年（一七五四）十九歳
	
津島氏が旅行中に亡くなった。仲間である戸田斎、江戸の田村藍水、平安の直海元周などと文通して（物産の）典拠などを考えて調べた。
　
ここで述べられている「本草の会」を「如蘭の物産会」とするのであれば、 小規模であっても京に住む津島恒之進（如
蘭）が日常的に薬種を取り扱っている大坂の薬種商人や医者などを会する必要 あろうが、そのような記述は何もない。また如蘭 「物産会」を思い立ったのであれば、むしろ如蘭自身の地元であ 京でも「物産会」を開催するのが自然であろうが、そのような記述もな 。　
本居宣長は、宝暦二年（一七五二）二十三歳の三月に松坂から京に出て宝暦七年（一七五七）二十八歳の十月まで遊
（　）15
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学した。この間の出来事を書きとめた 『在京日記
（11
（
』 を残している。この日記の記述の中に 「晋書会読」 （宝暦二年五月朔日）
「史記会読」 （宝暦二年五月九日）と記述をし、それ以後は単に「晋書会」 、 「史記会」と書いている。また「世説新語会」（宝暦三年五月六日）を「世説会」 （同月二十一日）と短縮している。さらに「会読李時珍本草綱目」 （宝暦四年十一月四日） 、 「本草会読」 （宝暦五年正月二十七日）の記述もある。宣長の日記の記述から明らかなように、宝暦初年に京で学問の修行をする人達が「会 といえば「会読」のことである。この「本草の会」についても、酒造業を営んで裕福であった蒹葭堂の母が、 幼少期に虚弱で、 宝暦元年に 六歳になった跡取り息子のために、 如蘭に謝礼を支払い浪華に招いて「本草の本（おそらく李時珍『本草綱目』 ）の勉強会 を催したと推測するのが自然ではないか。いずれにしても、蒹葭堂の日記の冒頭部の記述は 福田（二〇一三
―
八五頁）がいう大坂で実験的に行われていた「物産会＝薬品会」の根拠とし
ては薄弱といえよう。
三
　
継続された薬草政策
　
ここで田村藍水が物産会を開催しようと考えるに到った背景を考えたい。徳川家康が江戸に幕府を開いた慶長八年
（一六〇三）以来、江戸の町は拡張され人口は増え続けた。しかし、数々の自然災害、大火、疫病の流行、飢饉などが続いたことは良く知られている。痘瘡（天然痘） 、麻疹（は か） 、水痘（水ぼうそう） 、風疾（インフルエンザ） 、痢疾（赤痢） 、癩病（ハンセン氏病） 、労咳（結核）などの感染症がくり返し流行した。江戸は都市部の拡大、大火 後の復旧工事などで常時建設工事が行わ おり、砂ぼこりによる眼病が多かっ また男性 人口が女性の人口を常に上回っており、必要悪として吉原などで買春が公認されていた。膿淋（淋病）のほかに、室町時代末に日本に侵入してき 黴毒＝楊梅蒼（梅毒）は深刻な常在性の伝染病であった。このような状況の中で十八世紀に入ると、医薬はもはや特権階級
（　）16
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だけのものではなく、町人や百姓など幅の広い階層の人々が使用する商品に成長していた。　
徳川吉宗が八代将軍に就いた享保元年（一七一六）から彼は享保の改革に着手した。その一つの政策として薬草政策
と疫病対策があった。吉宗は薬草政策として、まず採薬使を地方に派遣して薬草見分（日本国内にどの程度の薬種が自生しているのか調査をする）を享保五年（一七二〇）から実施した。この見分は吉宗の没後も継承されて宝暦三年（一七五三）までの三十四年間、宝暦二年を除いて毎年実施された。また薬種の国産化を推進するために薬園の拡張と新設をして薬種の栽培方法 確立と商業規模の生産を目指した
（1つ
（
。 享保六年 （一七二一） 五月、 幕府は京から本草学者松岡玄達、
大坂から医師古林見宣などを江戸に招き、官医林良喜宅で医書を講読させ官医・門弟などに知識を吸収させ
た
（1ゅ
（
。享保六
年（一七二一）五月、幕府は江戸・大坂・京・堺・駿府の薬種問屋仲間の代表を江戸に集
め
（う1
（
、丹羽貞機を中心に和薬の
検査方法と品質基準を設定した。七月には、この基準を守らせるために彼らに和薬改会
所
（う
（
を設置させ国産薬種の検品を
させ、検査に合格したものをこれら薬種問屋仲間だけが買取り販売できる特権を与えること より、薬種の品質管理と流通管理を一元化した。薬種改会所の制度は薬種問屋仲間 薬種の品質管理に習熟する元文二年（一七三七）まで継続された。　
朝鮮人参は薬種の中では特別な商品であった。神草であり万能
薬
（う1
（
として信じられていたが需要に応えるほど朝鮮から
輸入ができなかった。その主な理由がいくつか指摘されている。まず朝鮮人参代金の支払いに使用す 銀 純度 資源の枯渇で低下
し
（うう
（
、対外支払いの銀の価値が低下していた。また、朝鮮人参は朝鮮半島でも中国でも、天然に自生する植
物であるため資源が枯渇して不良品も出回ってきてい
た
（うっ
（
。さらに対馬藩の財政状況も悪化しており、対馬藩の対朝鮮貿
易が衰退してきていた。このような状況を打開するための目先の 策として幕府は朝鮮人参の輸入のために特別に純度の高い銀を鋳造
し
（う1
（
、対馬藩に財政的な支援をし
た
（う1
（
。一方で幕府は長期的な対策として朝鮮人参の自給体制の整備に着手
した。対馬藩 通じて朝鮮人参の生き 植物と種子を取り寄せて栽培を試み
た
（う1
（
。幕府は各地で朝鮮人参の栽培を試みた
（　）17
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中で、日光地方が栽培に適した土地であり、百姓に作立（契約栽培）させることで元文三年（一七三八）には国内で栽培した朝鮮人参を試験的に販売することができた
（うつ
（
。
　
田村藍水は元文二年（一七三七）に幕府の命令で朝鮮人参の種子二十粒をもらって百花街に植えてか
ら
（うゅ
（
、朝鮮人参の
栽培と加工の研究に従事した。寛保二年（一七四二）幕府は対外支払いを減らす目的で、長崎で荷揚げをする中国船とオランダ商船の輸入を半減し
た
（っ1
（
。主要な薬種の供給を中国に頼っていた日本は、輸入薬種が減少する中で、需要が増大
する薬種の自給をすることが急務であった。幕府は地方の藩に対しても薬種生産 奨励した。長崎のオランダ商館と中国の商人たちに薬種・有用木などの生きた植物あるい 種子を持参するよう要望して取り寄せ、官園、さらに各藩にも栽培させた。幕府は日光地方での朝鮮人参の商業規模の生産が軌道にのり、国産朝鮮人参の販売をすることが きるようになってき ここで幕府は国内で商品と て流通している薬種 現状を総合的に調査するため、 宝暦六年 （一七五六）十月、大坂町奉行所を通じて、大坂薬種問屋仲間に江戸に送った人参・砂糖・唐薬などの数量を報告するよう命じ
た
（っ
（
。
幕府医官・勘定奉行・若年寄たちは日常的に江戸の薬種問屋仲間と接触 あり、当然のことながら彼らからも情報を取っていたことであろう。その翌年、宝暦七年（一七五七）七月、田村藍水が会主となって東都で第一回物 会が開催 れたのである。東都物産会の出品者に 複数の官医が含まれている
が
（っ1
（
、当時の官医の地位が高いことをふまえると異例の
ことといえよう また東都物産会記録文書 ある『物類品隲』に記載されてい ものだけ も、幕府の官園から三十五種の物
類
（っう
（
が出品されていることも、田村藍水と幕府との深い関係が推測できよう。第五回物産会が開催された翌年、宝
暦十三年（一七六三）六月二十四日に幕府は田村藍水を「御医師並人参御用」として登用し、 月、朝鮮人参製法所を田安門外四番地空地に設置し、八月、朝鮮人参の代替品として流通していた広東人
参
（っっ
（
の販売を禁止して、十月、神田紺
屋町に朝鮮人参座を設置した。幕府は朝鮮人参を生産し 商品に加工し、独占販売する体制を整え のであ
る
（っ1
（
。幕府が
田村藍水 の種子を二十粒渡し 元文二年（一七三七）から宝暦十三年（一 六三）まで二十六年が経過して
（　）18
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いた。世界で初めて朝鮮人参の商業規模の生産に成功したのである。田村藍水の喜びは大きかっ
た
（っ1
（
。東都物産会はこの
ような時代背景の中で田村藍水により開催されたのである。
おわりに
　
これまで「東都物産会は平賀源内が提案して田村藍水が始めた」という定説があったが、本稿ではこの定説を「田村
藍水は自己の意思で宝暦七年に物産会を東都で最初 開催し、平賀源内は宝暦九年にこれを引き継ぎ第三回物産会を田村藍水と共催した」と改めるべきこと、松田長元は第四回物産会を田村藍水と共催 ことを指摘した。さらに東都物産会の前に「大坂で小規模な物産会が開催された」という根拠は薄いことも明らかにした。田村藍水が関与した東都物産会＝薬物会は次のようである。
①宝暦七年七月
　　　
湯島にて
　　　　　　
田村藍水主催
②宝暦八年四月
　　
神田にて
　　
田村藍水主催
③宝暦九年 月
　　
湯島にて
　　 　　
田村藍水と平賀源内共催
④宝暦十年
　　　　　
市谷にて
　　 　　
田村藍水と松田長元共催
⑤宝暦十二年閏四月
　
湯島京屋九兵衛にて
　
田村藍水と平賀源内共催
　
また、本稿では東都物産会が開催された宝暦の時代背景について考察した。将軍吉宗の薬草政策が継続されて実をむ
すび、朝鮮人参とその他の薬種の国産化が進み、幕府は商品として流通している薬種の現状を把握する いう目的を持っており、田村藍水もまた『物類品隲』の序文に記しているように「四方の薬石を集める」という調査目的意識を持っていたことを明らかにした。また漢文で書かれている後藤光生と田村藍水の序文、さらに平賀源内の訓点つきの凡例 現
（　）19
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代語に翻訳した。本稿により、これらの文章の記載内容が明確になった。付記　
本稿は著者の修士論文の一部に加筆して注釈をつけたものである。修士論文は法政大学小林ふみ子教授に指導を受け
た。漢文の読み下し文、現代語訳、中国故事について、法政大学黒田真美子教授の監修を得た。ここに記して謝意を表します
注（１）
	
丁令威、本遼東人、学道于霊虚山。後化鶴帰遼、集城門華表柱。出典〔捜
そうじん
神後
こうき
記〕 。
	
丁ていれい
令
威い
は、もと遼東の人で霊虚山で学んだ。後に鶴に変化して遼に帰り城門の華表柱に留まった。丁度そのとき一人の若者が
おり、弓を掲げてこの鶴を射ようとした。鶴はやむなく飛び上がり空中をめぐっていうことには「鳥あり、鳥あり、丁令威、家を去ってより千年、今はじめて帰ってき 町並みは昔のままだが人々はそうでない。どうしてみな仙道を学ばないで墓ばかり連なっているのだろう」 と。そのまま高く天に上っていった。今、 遼東の丁姓の人々は 「私たちの先祖に登仙した者がいる。ただその名前は分からない」といっている。先坊幸子・森野繁夫編（二〇〇八） 『捜
そうじん
神後
こうき
記』陶
とう
潜せん
著
　
一頁
　
東京・白帝社
	
遼東は現在 中国北東部、遼寧省の瀋
しん
陽よう
のあたりで朝鮮人参の名産地であった。
	
朝鮮人参。オタネニンジン
P
anax	ginseng	C
.A
.	M
ey.	 オタネニンジン属・うこぎ科多年草。利用部分は根。
	
『原色牧野和漢薬草大事典』 （一九八八）
N
o.ど（（	 東京・北隆館
（２）
	
女じょか
媧補天の故事。出典〔淮
え
南なん
子じ
〕
	
遠い昔のこと、天を支える四隅の柱がくずれ、九州 地はバラバラに裂けて、天 地上を覆い尽さず、地は万物を載せ尽さず・ ・
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略・・そこで女媧は五色の石を練って蒼天を補修し、大亀の足を切って四隅の柱を立て・・略・・人々は、大地を下にして大空を上に抱きかかえ・・略・・安らかに眠れるようになった。
	
楠山春樹（一九七九） 『新釈漢文大系
さ（　
淮南子上』三○九頁
　
明治書院
（３）
	
名物学。中国の本に記載されている物質の名称が日本のどの物質に該当するのか 「名」 と 「物」 を確定することを 「学」 ぶこと。
（４）
	 「逝者如斯夫、不舎昼夜」 。出典〔論語〕 。
	
過ぎ行くものはまさにこの川の流れのようだ。昼も夜も止まることはない。
	
吉田賢抗（一九六〇） 『新漢文大系』巻一
　
二〇四頁
　
東京・角川書店
（５）
	
昨年。宝暦十二年に第五回の物産会が湯島京屋九兵衛で開催された。
（６）
	
日本の七つの街道。東海道・東山道・北陸道・山陰道・山陽道・南海道・西海道の総称。
（７）
	
青囊家。医者のこと。曹操を治療した名医である華佗は臨床の経験が詰まった青囊書を持っていたことから、後に三国志演
義でいう「青囊書」のエピソードとして民間に広まった。
	
岡田明彦「神医華佗と中医学」三国志学会編（二○一二）三一九頁『三国志論集』汲古書院
（８）
	 「陳之野聞童謡」 。出典〔孔
こうしけご
子家語〕 。
	
楚の昭王は長江をわたっていた。流れの中に何か浮いているも があった。大きさは斗ほどで円く赤い色をしていた。それは王の乗っている船にまっすぐ近寄ってきてぶつかった。船頭がこれを拾いあげた。昭王 大変ふしぎに思 家来 ちに聞いたが知る者はいなかった。そこで昭王は使いをたてて魯国に行かせ孔子に聞 せた。孔子はいった。 「これは萍の実です 割って中味を食べるのです」 。使者は帰って昭王に報告した。昭王はその話を き終えると、そのままこの実を食べた。非常においしかった。しばらくして昭王の使いがまた来て魯の大夫に孔子に聞きたいとい 大夫は子遊（孔子 弟子）に頼み孔子に聞 た。 「先生はどうしてそれが萍実だとご存知だっ ですか」 。孔子は答えた 「私は昔、鄭の国に行く途中、陳の野原を通った。そのとき子供たちが童謡を歌って た。 〈楚の王様が長江を渡れば萍の実を手にされる、 斗枡 太陽のように赤い色、二つに割って食べれば蜜のように甘い、これが楚王 めでたい るし〉 。私はそれを思い出して萍実だと知っ
（　）21
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たのだ」 。
	
宇野精一（一九九六） 『新釈漢文大系』第五五巻
　
一一〇頁
　
東京・明治書院
	
（９）
	 「一節専車焉、其骨専車焉」出典〔孔子家語〕 。
	
呉が越を攻めて会稽を落として巨大な骨を拾った。骨の一節で馬車が一杯になった。呉の君主は魯の国に使者を送ってこの骨のことを孔子に聞かせた。 「伺いますが はなんの骨が大きい しょうか」 。孔子は答えた。 「私はこういう話を聞いている。昔、夏王朝の禹王が諸公を会稽に呼びよせた。この時に防風氏がそ 命令に従わず遅刻した。そのため禹王 防風氏を処刑して遺体をさらしものにした。そ 骨が馬車に一杯になったそうだ。これは大きな骨といえる」
	
宇野精一（一九九六） 『新釈漢文大系』第五五巻
　
二二二頁
　
東京・明治書院
（
（0）	 「見彭蜞、吐下委蜞」 。出典〔晋
しんじょ
書・蔡謨伝〕 。
	
謨初渡江、見彭蜞、大喜曰、蟹有八足、加以二螯、令烹之。既食、吐下委蜞、方知非蟹、後詣謝尚而説之尚曰、卿読爾雅不熟、幾為勧学死。
	
謨は長江を渡ったばかりのときに彭蜞を見た。大変喜んで言っ 「 （
蔡さいよう
邕
の『勸學章』に）蟹には足が八本あり、さらにはさ
みが二本あると言うからな」と。これを煮させて食べてしまった。吐いて下痢をして弱ってしまった。それではじめて蟹でないことを知った。後で謝尚の所に行ってこ ことを説明した。尚は 君 『爾雅』を勉強している 未熟だ あ、 『勸学章』のために、あわや命を落とすところだったよ」
	
古典研究会編（一九七一） 『晋書』 （二）九 二頁
　
東京・汲古書院。
（
（（）	 「委杜若於坊州之輩」出典
　〔楚辞〕
	
「菜芳州兮杜若、将以遣兮下女」
	
私の玦
けつ
のさげ玉を大川の中に投げ入れ、 私の佩
はい
（帯たま）を灃
ほう
浦の中に落とし込んで、 芳ばしい草の茂る中州の杜若を摘み取り、
下にいる乙女の君に贈ろうと思う。
	
星川清孝著（一九七〇） 『楚辞』一頁
　
東京・明治書院
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	『楚辭』を踏まえて、謝朓（四六四
―
四九九）の「芳州多杜若」という詩句があり、この「芳州」と同じ発音の「坊州」をめ
ぐる逸話が、唐・劉餗『随唐嘉話』に記されている。
	
宋謝朓詩云、 芳洲多杜若。貞観中、 医局求杜若、 度支郎及下坊洲令貢。洲判司報云坊洲不出杜若、 応由謝朓詩誤。大宗開之大笑。判司改雍洲司法 度支郎免官
	
唐・太宗の貞観年間 朝廷の医局が杜若を求めたところ担当の度支郎が、謝朓の詩の芳州を坊洲と誤解して坊州に杜若の献呈を命じた。坊州の判 が、坊州には杜若は無く度支郎の誤を指摘した。それを聞いた太宗は、大笑いをして、判司を昇進させ度支郎を免官させた。 「委」は 調べもしないで坊州に杜若の献呈を「委ねた」の意である。 「坊州」は中国陜西省中部県。
	
『隋唐嘉話』 （一九七三）二十頁
　
北京・中華書局出版
	
杜若。日本では、アオノクマタケラン（青熊竹蘭）ショウガ科常緑多年草
A
lpinia	interm
edia	G
agnep.	 で根茎は胃痛吐き気に
効く。中国では華山姜
	A
lpinia	chinensis	(R
etz.)	R
osc.	 ショウガ科多年草で日本とは別種である。根を秋に堀取り日干しをする。
薬剤名は「廉姜」 。効能は日本の杜若と同じ。
	
『原色牧野和漢薬草大図鑑』 （一九八八）
N
o.（か（（	 東京・北隆館。
	
『新註校定本草綱目』李時珍著
　
鈴木真海翻訳・木村康一監修（一九七五）第四冊
　
四六六頁
　
東京・春陽堂。
	
『中薬大辞典』 （
か00（ ）
N
o.さ（（（
上海・上海科学技術出版社。
（
（か）	
君子曰、学不可以己、青取之於藍、而青於藍、冰水為之、而寒於水。
　
出典〔荀氏・勧学〕 。
	
哲人はこう呼びかけている。学問は途中 止めてもかまわないというも では絶対ない。青色は藍 から取り出すのではあるが、しかし藍色よりもいっそう青く、氷 水から出来る である 水よりもつめたいのだ
	
宇野精一（一九九六） 『新釈漢文大系』巻五
　
一五頁
　
東京・明治書院
（
（（）	
田村藍水は四方の同志、つまり諸国の「仲間」に呼びかけている。第五回物産会の前に既に浪人になっていた平賀源内の名
前で配布した出品を求める引札が伝来している。この引札には既に第五回物産会の招待状を送っ 仲間に限定して配布したことが明記されている。この引札は不特定多数に配布されたもので ない。
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（（（）	
田村藍水は自身を「物産家」だと言っている。
（
（さ）	
松田氏。松田長元（生没年不明） 。田村藍水は「平賀」と呼び捨てにしているが「松田氏」と敬称を付けている。松田長元は
物産会には第一回から第三回まで連続して出品し第四回は田村藍水と一緒に会主をつとめた。姓名から推測すると江戸の医師であろう。
（
（ど）	
田村藍水は平賀源内が物類の記録に努力したとのべている。
（
（か）	 『物類品隲』巻之五は楠本雪渓が画いた写実的な絵の特集である。平賀源内は図に簡単な説明を付けている。
（
（（）	 『物類品隲』 とい 書名 田村藍水が名付けたことが分かる。 「物類」 という語句は宝暦時代には薬種業界では日常的に 「商品」の意味で使用されて た。 「唐物類江戸下し有無御尋につき一札
　
宝暦六年十月」という「大坂薬種業者から定行司当番近江
屋太郎右衛門」と題する文書が多数伝来している。
	
『道修町文書目録―近世編』 （一九九三）三十―三十七頁
　
大坂・道修町文書保存会
（
（（）	
主客の品物は毎回百種に限定されているので四回の会の合計は四百種である。従ってこの数は第一回から第四回までに出品
された総数である。
（
か0）	
李時珍著『本草綱目』 。時珍は医者で字を東璧、晩年に瀕湖山人と号した。 『本草綱目』の初版本は一五九三年ころに出版さ
れたと推定されている。日本では一六三七、 一六五三、 一六五九、 一六六九、 一六七二、 一七一四、など度々訓点を付けた刊本が出版された。
	
岡西為人（一九七三・三月） 「綱目雑記
　
東京・春陽堂
（
か（）	 「瑞
ずい
香こう
」 （沈
じんちょうげ
丁花）が草部第十四巻に入っている。
	
李時珍著・鈴木新海訳（一九七五） 『新註校訂本草綱目 巻四
　
五五九頁
　
東京・春陽堂
（
かか）	
竹、竹黄（たけみそ） 、仙人杖（たけのこの立ち枯れ）鬼歯（枯れた竹 根）が木部第三十七巻に入っている。
	
前出『新註校訂本草綱目』巻九
　
六九九頁
（
か（）	 『本草綱目』の部は次のような順番である。水・火・土・金石・草・穀・菜・果・木・服器・虫・鱗・介・獣・人。
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	『物類品隲』の部の記載順は、水・土・金・玉・石・草・穀・菜・果・木・虫・鱗・介・獣である。
（
か（）	 『本草綱目』には釈名・集解・修治・気味・主治・発明・附方などの項目をたてて説明している。これらの説明文中に記載されている薬剤名には△を付けるという意味である。
（
かさ）	
上・中・下に格付けする明確な基準は明記されていない。宝暦時代には薬種業仲間では薬種を商品価値に応じて挌付していた。
一般に中国から輸入された薬種 基準にして国産品を比較している場合が多い。
（
かど）	
産地が異なれば一種とみなすという原則に従えば次の三十五種が画かれている。
	
甘草、朝鮮種人参、中国種黄精、肉蓯蓉、赤箭天馬、巴戟天、仙茅、中国種延胡索大葉、同上小葉、中国種細辛、中国種補骨脂、琉球種茉莉、洎夫藍、中国種
茹、蝦夷種附子、中国種使君子、琉球種天茄子、中国種木香花、中国種百部一本立ちのもの、
同上もう一種の一本立ちのもの、同上つる性のもの、山豆根、中国産楓樹、胆八樹、中国種橄欖、台州種烏薬、中国種蕤核樹、中国種檀香梅、外国種木綿樹、中国産鱧魚、外国産蠍、ジャコウネズミ、外国産鼉龍、外国産蛤吤、石芝
（
かか）	 『本居宣長全集』第十六巻（一九七四）東京・筑摩書房
	
『在京日記』は二十九―一三九頁にかけて編年体で記載され、二十九―四十七頁に「会読」の記録がある。
（
か（）	
官園の整備。
	
幕府は享保五年（一七二〇）に駒場薬園を開き 翌年、小石川薬園を四万四千八百坪に拡張し、享保七年には三十万坪の小金野薬園を開き、他にも浜庭園、久能山 駿河 佐渡などにも開いた。また幕府保護下の薬園、御三家やその他の藩でも薬園を開いた。
（
か（）	
こたび大坂の医古見宣某府にいで、医員林良喜重煕が宅にて医書を購読 れば、医員はさらなり、其子弟、門徒に至るまでも、
心にまかせて聴聞すべしと命せらる。
	
『徳川実記』享保六年五月二十五日。
	
古見宣見江戸下向、享保六年三月被召呼、京ヨリ松岡元達被参、道修町伏見屋市兵衛モ被参、七月戻ル。見宣ハ十月頃戻ル。
	
『聞書医者事類』 『大阪編 史』第七巻（一九六九）大阪市立中央図書館
　
二七五頁
（　）25
「東都物産会」の開催経緯386
20_浦部_14号.indd   25 17/01/25   9:57
（（0）	
九兵衛、堺ノ薬種屋小西弥左衛門等モ亦タ幕府ノ召ニ応ジテ江戸ニ来リ、薬草採収、採植等ニ関シテ協議シ、七月夫々帰郷シ。
前出『日本薬業史』 （一九二九）九六頁。
	
「薬種査検のことありて、京并に紀の国よりめされし薬商に銀下されいとま給う」 。
	
『徳川実記』享保六年六月二十六日
（
（（）和薬改会所。
	
こたび和薬真偽査検の為め、伊勢町に会所を設け置、問屋とも二十五人の者に改めしむ。これまでは、各所より出る和薬
	
問
屋のほか、中買并に薬廛（店）にて直に買とりしよし聞ゆ。今より後は、山々よりいだす薬、問屋十五人の外は、直に買得る事を禁ぜらる。もし違反し、私に買とらば曲事たるべし。是まで薬もて来りし者は、此後会所へまかるべし。もしひがふるまひあらば問屋等よりうたへ出べしとなり。
	
『徳川実記』享保六年七月二十八日
（
（か）	
オタネニンジン
	P
anax	ginseng	(M
iq.)	B
ean 〔オタネニンジン属〕 （うこぎ科）多年草『原色牧野和漢薬草大事典』
N
o.ど（（
	
朝鮮人参は神草。坂上玄台『人参耕作記』題尾
　
明和元年八月
	
「宝暦十三癸末の歳長崎入津一番唐船、清人呂大経、上表の文に云、人参
ヲ
為
二
神草
一、随
テ
二
帝皇
ノ
気
ニ
一
而霊験
アリ
と云。此言宜
なるかな」 。 （現代語訳）
　
宝暦十三年の歳に長崎に最初に入港した中国からの船に乗ってきた清の人、呂大経が将軍に提出し
た文章の中に「人参は神の草であり、皇帝の気に従って霊験がある」という、この言葉はもっと なことだ。
（
（（）	
正徳元年（一七一一）に鋳造された四宝銀に含まれる銀の含有割合は
か0％しかなかった。
（
（（）	
朝鮮人参の不良品。 『東京市史稿』産業編第十六
　
一九七四）三三二頁
　
東京都
	
寛保三亥年（一七四三）十一月
　　　　　　　　
宗対馬守人参役人并留守居え渡遣候書付
	
近年朝鮮座人参殊之外悪敷相成、 皮計人参にて内は糊堅にいたし候類多、 病用に遣ひ功も薄く如何之儀候。世上之為めに候
	 間、
入念候様に可
レ
被
二
申付
一
候。 『御触書寛保集成』
（　）26
「東都物産会」の開催経緯 385
20_浦部_14号.indd   26 17/01/25   9:57
（（さ）	
正徳四年（一七一四）銀の割合が
（0％の特鋳銀（人参代往古銀）が朝鮮人参を輸入する目的で特別に鋳造された。
	
山本博文（一九九五） 『対馬藩江戸家老』講談社
　
九六頁
（
（ど）宝暦七年の第一回東都物産会の前までに、幕府は対馬藩へ財政援助をしている。元禄十四年（一七〇一）金三万両拝借、人参仕入用。正徳四年（一七一一）金五万両拝借、通信使接待のため。享保二年（一七一七）銀五〇〇貫目拝借、人参仕入用。享保三年（一七一八）金二七、 五〇〇両拝借、通信使接待のため。享保十九年（一七三四）金一万両拝借、人参仕入用。延亨元年（一七四四）銀六〇〇貫目拝借、人参仕入用。延亨三年（一七四六）金三万両拝借、通信使接待のため。同年より毎年金一万両下賜、勝手逼迫のためと人参仕入用。宝暦四年（一七五四）金一万五千両拝借、人参仕入用。宝暦 年から三 連続で金一万両を している
	
田代和生（一九八一） 『近世日朝通交貿易史の研究』創文社
　
三九四頁
（
（か）	
生きた朝鮮人参が根付いた。池田松五郎『日本薬業史』 （一九二九）一〇二頁
　
京都・薬業時報社
	
「享保四年（一七一九） 、対州候ヨリ朝鮮人参六株ヲ献ジタルヨリ、薬草栽培ニ熱心ナル吉宗ハ頗ル之ヲ喜ビ、先ズ之ヲ日光山下ニ植ヘ、数歳ニシテ三タビ其ノ地ヲ移シ、始メテ生殖スルコトヲ得タリ」 。
（
（（）	
国産朝鮮人参の販売。 『東京市史稿』産業編第十七（一九七三）一一三頁
	
元文三寅年（一七三八）八月二十六日
　
酒井雅楽頭殿御渡候後書付
　　　　　　
町奉行え
	
朝鮮人参の種ニて
三
仰付
二
作立
一
候人参、薬種屋共ニ直段入札為
レ
致、右人参高札の者え相払、向後和製人参と名附、直段の儀
は薬種屋共勝手次第ニ売出候様可
レ
被
レ
致候。
	
一
　
代物は人参出方多少ニ応し、不
レ
残人参作り候者え取らせ候様いたし候ハヽ、往後共ニ人参出方も宜可
レ
有
レ
之候間、其旨
可
レ
被
二
心得
一
候。
　
―享保撰要類集
（
（（）	
余、幸ありて元文二年丁巳の夏辱く台命ありて朝鮮人参の実二十粒を賜ふ。即ち百花街中に植て繁茂する事歳あり。坂上玄
台著『朝鮮人参耕作記』明和 年刊
　
本文二十五丁オ
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	『朝鮮人参耕作記』の表題の左下に「百花街蔵」とあり出版した書肆の名称は記載されていない。この版本は幕府が出版費用を出して出版された。 『田村藍水・西湖公用日記』四十九頁
	
田村藍水が朝鮮人参の種子をまいた百花街は、薬草・花木などが植えられていた幕府の薬園、おそらく小石川薬園ではないかと推察する。試作中の貴重な朝鮮人参が盗難にあってはならないからである。
（
（0）	
輸入の半減。 『徳川実記』寛保二年十一月三十日。
	
この月勘定・長崎両奉行に令せらるゝは、唐、阿蘭陀の商舶にかはさるゝ所の銅、昔は山中より出かた多かりしが、其後やや減ぜしかば、価もたうとくなり行、享保年間よりは価一倍せり。よて彼国々互市 価倍増せるにより、商物の価、我国産物の余分もて交易すべき処、 さはなく乏しき所の銅を 異国に 価いやしく買取らしめ、 其足らざる所を長崎出銀の中にて償ふ事。尤しかるべからず。彼国産のさしつかへともならんには、止事を得ずと へども、彼産物来舶せずとても、こなたの産物乏しきにもあらず、唯薬種のみの事なれば、まず七八年が間、唐船二十艘を半減し、蘭舶互市の員数も半減しか べし。さあらむには、これまで彼国々へわたす所の銅四百万斤の中も半減ずべし。さる時は唐船を減じ、蘭舶の互市減 るの外あるべ らず。さあらん時は、出銀も減ずべければ、五万 の税金をば停廃し、地下配当はこれまでごと た べ となり。
（
（（）	
宝暦六子年十月廿五日『大阪編年史』第十巻（一九七〇）大阪市立中央図書館
　
十六頁
	
一今日東御番所へ定行司被為召出、被為仰付候趣左之通
　　　　
人参類、砂糖類、唐薬種類
江戸表へ差下シ候陸荷・船荷共、今二十五日ヨリ御番所ヘ、当番定行司書付ヲ以指出候様被為仰付候。向後江戸表へ差出候薬種、其品并ニ斤数書付、当番定行司へ可被差出候。
	
定行司中
右之趣被仰聞 慥ニ承知仕候。依テ銘々連判印形如件
	
人数百七名
（
（か）	
東都物産会に出品した幕府の医官。 『平賀源内全集』上巻
　『会薬譜』一八五―一九二頁。
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	第一回物産会
　
出品者二十名のうち官医は四名。藤本立泉、岡田養仙、岡
　
了伯（節） 、宮村永隆、
	
第二回物産会
　
出品者三十一名のうち官医は五名。藤本立泉、岡田養仙、岡
　
了伯（節） 、宮村永隆、橘
　
隆菴
	
第三回物産会
　
出品者三十一名のうち官医は三名。岡田養仙、宮村永隆、山田富永。
	
これら幕府医官のうち、橘隆菴と岡了節は奥医師である。
	
石井良助『江戸幕府旗本名事典』 （一九八九）東京・原書房。藤本立泉は『朝鮮人参耕作記』に序文をよせている。
（
（（）	
東都物産会に出品された物類のうち『物類品隲』に「享保に種が渡来して官園で栽培されている」と記載されている植物は
下記の三十五種である。
	
人参、紗参、齎苨、黄精、知母、白朮、蒼朮、知楡、黄芩、秦芎、防風、延胡索、貝母、白芷、補骨脂、鬱金、蓬莪茂、艾、胡盧巴、決明、
茹、木香花、百部、土茯苓、白蘞、呉茱萸、甘蔗、桂、烏薬、楓樹、檗木、枳、枸橘、山茱萸、牡荊。
（
（（）	
広東人参。アメリカニンジン
	P
anax	quiquefolium
	L
. （うこぎ科）多年草。カナダのケベック州からアメリカのアラバマ、オ
ンタリオ、ミネソタ、ネブラスカ、ミズーリ各州の肥沃な森林に生える。中国広東経由で日 に輸出された。朝鮮人参の代用品として使用された。 『原色牧野和漢薬草大事典』
N
o.どさ（
（
（さ）	
此度朝鮮種人参座売被
二
仰付
一
候ニ付、薬種問屋は勿論、外薬種屋ニても朝鮮種人参商売停止申付候。依
レ
之朝鮮種人参売所
と有
レ
之看板取上候間、銘々豊前守番書え可
二
差出
一
候。右之通従
二
町奉行所
一
被
二
仰渡
一
候間、薬種問屋は勿論、其他薬種屋并
薬種屋ニて無
レ
之もの共方ニても、朝鮮種人参致
二
商売
一、看板差出置候。者共有
レ
之候ハヽ、一切商売不
レ
仕、看板は右御番所
え早々差上可
レ
申候。此旨町中不
レ
残入
レ
念可
レ
被
二
相觸
一
候。以上。十月〈宝暦十三年〉十日町年寄
　
三人
	
『正宝録続』 『東京市史稿』産業篇第二十一
　
二二四頁
（
（ど）	
田村藍水『朝鮮人参耕作記』題尾の記述。
	
其根、員数、千万根に及べり、故に万民危篤の症を免、死命を全する事此時より満足ぬ、是誠 衆薬の嚆矢、国の大功魏々蕩々として是より大なるはなし。
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参考文献浅岡博（一九七四） 「本邦商品思想の諸問題と商品学創設への影響」 『一ツ橋大学研究年報
　
自然科学研究』十六
磯野直秀（二〇〇一） 「薬品会・物産会年表（改定版） 」 『慶応義塾大学日吉紀要・自然科学』第二九号池田松五郎（一九二九） 『日本薬業史』京都・薬業時報社上田穣（一九九七） 「宝暦・明和物産考」 『論集日本の洋学Ⅳ』大阪・清文堂上田三平・三浦三郎編 二 『増補改定日本薬園史 研究』東京・渡辺書店大石学（二〇〇一） 『吉宗と享保の改革』東京 東 堂出版奥村正（二〇〇三） 『平賀源内を歩く』東京・岩波書店木村蒹葭堂『蒹葭堂日記』木村蒹葭堂全集 別巻（二〇〇九）水田紀久・野口隆・有坂道子編
　
東京・藝華書院
国史大系（一九六五―一九六六） 『徳川実記』第八 九 十篇
　
東京
･
吉川弘文館
城福勇（一九七 ） 『平賀源内 東京・吉 公文館城福勇（一九七六） 『平賀源内の研究』東京・創元社杉本つとむ解説（一九七二）平賀源内『物類品隲』東京・八坂書房田中優子監修（一九八 ） 『別冊太陽平賀源内』東京・平凡社田村藍水篇『朝鮮人参耕作記』明和元年刊（著者蔵）土井康弘（二〇〇八） 『本草学者平賀源内』東京・講談社平賀源内（宝暦十三年・一七六三刊 物類品隲』 籟館蔵板（旧医学校所蔵 ・浦部哲郎蔵）平賀源内先生顕彰会（一九三二） 『平賀源内全集』上・下福田安典（二〇一三） 『平賀源内の研究
	 大坂篇』東京・ぺりかん社
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<ABSTRACT>
Who Proposed the First Exhibition of Medicines in Edo?
URABE Tetsuro
Hiraga Gennai (1728-1779) is known as a multi-talented scholar/
author in 18th century Japan and has been studied from various angles. It is 
widely believed that he suggested his teacher, Tamura Ransui to hold the first 
exhibition of medicines in Edo in 1757. The achievements of the exhibition 
were written by Hiraga and published as Butsurui Hinshitsu in 1763. It was 
Jōfuku Isamu who first emphasized Hiraga’s role as a proposer of the event 
in 1971 based on the description of one of the prefaces of the book by Tamura. 
Sugimoto Tsutomu examined the whole prefaces of the book and supported 
the hypothesis in 1972. Fukuda Yasunori indicated in 2013 that Hiraga knew 
there were small scale exhibitions of medicines in Osaka hosted by Tsushima 
Joran already during 1751-1754, so that Hiraga could suggest Tamura to hold 
the first exhibition in Edo, based on a diary by Kimura Kenkadō.
This paper examines carefully the prefaces of Butsurui Hinshitsu and 
points out some descriptions overlooked in previous studies, which read 
that Hiraga did not initiate the exhibition, and also suggests that the words 
in Kimura’ diary don’t have enough ground to support Fukuda’s discussion. 
The conclusion is that the first exhibition of medicines in Japan was proposed 
by Tamura with his own intention and held in 1757. Tamura then hosted 
exhibitions of medicines five times in total in Edo during 1757-1762.
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